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告
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告
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分

剰
余
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処
分

特
別
表
彰
等

特
別
表
彰
等

2
0
1
9
年
度
事
業
で
は
、
第

3
期
中
期
財
政
計
画
に
基
づ
き
、

財
政
の
安
定
化
、
保
険
者
機
能
の

強
化
、
事
業
の
魅
力
向
上
等
を
追

求
し
ま
し
た
。

資
格
・
給
付
関
連
で
は
、
女
性

組
合
員
の
産
前
産
後
・
育
児
休
業

中
の
保
険
料
相
当
額
を
支
給
す
る

出
産
・
育
児
支
援
金
制
度
か
ら
、

事
前
負
担
の
な
い
産
前
産
後
・
育

児
休
業
保
険
料
免
除
制
度
に
変
更

し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
台

風
第
15
号
・
第
19
号
で
被
災
さ
れ

た
組
合
員
の
生
活
再
建
を
支
援
す

る
た
め
、
一
部
負
担
金
・
保
険
料

免
除
を
実
施
し
ま
し
た
。

健
診
受
診
の
促
進
と
制
度
周
知

の
た
め
、
2
0
2
0
年
度
か
ら
宿

泊
旅
行
（
国
内
）
利
用
補
助
金
の

申
請
条
件
に
健
診
受
診
歴
（
予
定

含
む
）
の
記
載
を
求
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

保
健
事
業
関
連
で
は
、
健
診
未

受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
通
知
や
二

次
受
診
勧
奨
の
強
化
、
禁
煙
対
策

事
業
に
お
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
拡
充
、
事
業
所
の
健
康
づ
く
り

を
支
援
す
る
「
健
康
企
業
宣
言
」

の
取
り
組
み
な
ど
を
行
な
い
ま
し

た
。2

0
1
9
年
度
の
歳
入
は
6
5

6
億
1
千
万
円
、
歳
出
は
5
4
8

億
5
千
3
百
万
円
、
剰
余
金
は
1

0
7
億
5
千
6
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

会
計
、
事
業
内
容
と
も
適
正
に

運
営
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、

特
定
健
診
受
診
率
等
の
向
上
や
職

業
病
対
策
・
が
ん
対
策
事
業
の
一

層
の
普
及
を
求
め
る
と
の
意
見
が

付
さ
れ
ま
し
た
。

補
助
金
返
還
分
（
約
11
・
2
億

円
）
お
よ
び
補
助
金
・
医
療
費
等

の
不
確
定
要
素
を
考
慮
し
て
、
剰

余
金
1
0
7
億
5
千
6
百
万
円
全

額
を
2
0
2
0
年
度
に
繰
り
越
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
期
を
も
っ
て
組
合
会
議
員
を

退
任
さ
れ
る
松
原
秀
夫
氏
（
杉

並
）
、
金
子
昭
二
氏
（
三
鷹
武
蔵

野
）
、
新
井
信
道
氏
（
小
平
東
村

山
）
を
国
保
組
合
表
彰
規
程
に
基

づ
き
表
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
1
9
年
度
の
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
取
り
組

み
で
、
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
た

支
部
・
分
会
に
対
し
て
、
表
彰
を

行
な
い
ま
し
た
（
11
面
参
照
）
。

国
保
組
合
は
7
月
30
日
、
第
1
2
8
回
組
合
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
で
招
集
は
行
な
わ
ず
書
面
開
催
と
し
、
組
合
会
議
員
26
人
か
ら
書
面
決
議
書
が

提
出
さ
れ
、
成
立
要
件
を
満
た
し
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
度
（
第
36
期
）
組
合
会
議
員
の
確
認
、

2
0
1
9
年
度
の
事
業
報
告
、
歳
入
歳
出
決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
、
決
算
剰
余
金
処
分
案
に

つ
い
て
審
議
を
行
な
い
、
書
面
決
議
書
提
出
者
全
員
の
賛
成
に
よ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
被
災
者
や
育
児
休
業
者
へ
の

保
険
料
免
除
等
を
実
施

２０１９年度
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国
保
組
合
設
立
50
周
年
に
あ
た

り
、
事
業
運
営
を
支
え
て
下
さ
っ

た
組
合
員
と
ご
家
族
の
皆
さ
ま
、

関
係
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
に
、

感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

1
9
4
7
年
1
月
の
東
京
土
建

一
般
労
働
組
合
結
成
当
時
か
ら
、

私
た
ち
建
設
労
働
者
は
、
社
会
保

険
制
度
未
整
備
の
も
と
で
、
「
ケ

ガ
と
弁
当
は
手
前
も
ち
」
と
も
比

喩
さ
れ
る
不
安
定
・
無
権
利
な
労

働
・
生
活
環
境
に
あ
え
い
で
い
ま

し
た
。
先
輩
方
は
「
職
人
の
た
め

の
健
康
保
険
の
獲
得
」
を
要
求
に

掲
げ
て
国
会
や
厚
生
省
に
日
参

し
、
「
カ
ラ
ス
が
鳴
か
な
い
日
は

あ
っ
て
も
、
職
人
の
地
下
足
袋
が

国
会
の
赤
じ
ゅ
う
た
ん
を
踏
ま
な

い
日
は
な
い
」
と
言
わ
れ
る
粘
り

強
い
要
求
運
動
に
取
り
組
み
、
1

9
5
3
年
8
月
に
は
日
雇
労
働
者

保
険
法
の
成
立
、
さ
ら
に
組
合
を

通
じ
て
健
康
保
険
に
加
入
で
き
る

「
日
雇
健
保
擬
制
適
用
」の
運
用
を

勝
ち
取
り
、
長
年
の
悲
願
を
叶
え

ま
し
た
。
そ
の
後
の
継
続
的
な
運

動
に
よ
っ
て
、
年
々
、
日
雇
健
保

に
対
す
る
国
庫
補
助
の
増
額
と
給

付
内
容
の
改
善
が
図
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
一
方
で
政
府
は
財
政
悪

化
を
口
実
に
保
険
料
引
き
上
げ
や

制
度
廃
止
を
迫
る
圧
力
を
強
め
ま

し
た
。
1
9
7
0
年
2
月
、
日
雇

健
康
保
険
制
度
の
実
質
的
解
体
を

内
容
と
す
る
法
改
定
案
が
国
会
に

上
程
さ
れ
る
と
、
東
京
土
建
・
全

建
総
連
は
国
会
包
囲
の
大
運
動
を

展
開
し
同
5
月
13
日
、
こ
れ
を
廃

案
に
追
い
込
み
ま
し
た
。し
か
し
、

政
府
が
報
復
と
し
て
日
雇
健
保
擬

制
適
用
の
運
用
を
即
日
廃
止
す
る

と
い
う
暴
挙
に
出
た
た
め
、
全
都

・
全
国
の
仲
間
が
廃
止
撤
回
を
求

め
、
怒
り
を
も
っ
て
区
市
役
所
・

社
会
保
険
事
務
所
前
に
座
り
込

み
、
1
万
5
千
人
の
大
抗
議
集
会

に
結
集
し
ま
し
た
。
た
た
か
い
は

マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
政
治
問
題
化
し
、
こ
れ
を
重

く
見
た
政
府
が
同
年
5
月
29
日
、

1
9
6
1
年
の
国
民
皆
保
険
制
度

確
立
以
降
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
国
保
組
合
の
新
設
を
今
回
限
り

の
特
例
と
し
て
認
め
ま
し
た
。
東

京
土
建
で
は
第
23
回
定
期
大
会

（
6
月
23
〜
24
日
）で
激
論
の
末
、

「
こ
れ
を
足
掛
か
り
に
真
の
社
会

保
障
を
実
現
さ
せ
よ
う
」
と
の
方

針
を
決
定
し
、
わ
ず
か
1
カ
月
の

準
備
期
間
を
経
て
1
9
7
0
年
8

月
1
日
に
東
京
土
建
国
保
の
設
立

が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

以
来
50
年
、
東
京
土
建
国
民
健

康
保
険
組
合
は
、
幾
多
の
社
会
保

障
制
度
改
悪
を
跳
ね
除
け
な
が

ら
、
仲
間
の
「
命
の
綱
」
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
医

療
費
10
割
給
付
を
設
立
当
初
か
ら

実
現
し
、
療
養
中
の
生
活
保
障
を

目
的
と
し
た
傷
病
手
当
金
（
現
在

は
疾
病
入
院
給
付
金
に
変
更
）
や

出
産
手
当
金
な
ど
の
任
意
給
付
制

度
も
整
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
強
化
に
よ
る
10
割

給
付
か
ら
の
撤
退
等
、
苦
渋
の
決

断
も
あ
り
ま
し
た
が
、他
方
で
は
、

家
族
入
院
も
含
む
一
部
負
担
払
戻

金
制
度
や
女
性
組
合
員
の
出
産
・

育
児
休
業
に
係
る
保
険
料
免
除
制

度
の
創
設
な
ど
、
よ
り
魅
力
あ
る

制
度
構
築
を
追
求
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
社
会
保
険
適
用
が
進

め
ら
れ
る
中
、
事
業
所
組
合
員
の

営
業
と
権
利
を
守
る
視
点
で
健
保

適
用
除
外
制
度
を
活
用
し
た
適
正

加
入
を
進
め
ま
し
た
。
仲
間
の
健

康
を
守
る
課
題
で
は
、
ア
ス
ベ
ス

ト
疾
患
を
は
じ
め
と
す
る
職
業
病

対
策
や
が
ん
対
策
、
糖
尿
病
性
疾

患
重
症
化
予
防
、
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
、
二
次
受
診
な
ど
、

母
体
労
組
と
一
体
と
な
っ
て
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

国
保
組
合
運
営
の
財
政
的
保
障

で
あ
る
国
庫
・
都
費
補
助
金
で
は
、

毎
年
現
行
補
助
水
準
を
確
保
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
母
体
労
組
の
集

会
や
ハ
ガ
キ
要
請
、
地
元
議
員
要

請
等
の
運
動
に
対
す
る
組
合
員
・

ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
全
面
的
な
ご

協
力
の
成
果
で
す
。
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
0
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る

っ
て
い
ま
す
。
政
府
が
こ
の
間
、

少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
と

し
て
、
自
然
増
の
圧
縮
を
は
じ
め

と
す
る
社
会
保
障
費
削
減
を
進
め

た
結
果
、
医
療
資
源
が
不
足
し
、

国
民
の
安
全
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
医
療
従
事
者
の

処
遇
改
善
、
公
的
医
療
施
設
の
維

持
存
続
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
で

す
。
国
が
憲
法
第
25
条
に
基
づ
く

社
会
保
障
拡
充
責
任
を
果
た
し
、

医
療
供
給
体
制
と
国
民
皆
保
険
制

度
を
維
持
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
そ

の
一
翼
を
担
う
国
保
組
合
の
一
層

の
育
成
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
求

め
、
母
体
労
組
と
共
に
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
今
後
と
も
建
設
国
保

ら
し
い
保
険
者
機
能
を
発
揮
し
、

魅
力
あ
る
国
保
組
合
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
国
保
組
合
の

運
営
に
対
す
る
引
き
続
き
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
組
合
員
・
ご
家
族
の
い
の

ち
と
健
康
を
全
力
で
守
り
支
え
て

い
く
決
意
を
申
し
上
げ
、
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

東
京
土
建
国
民
健
康
保
険
組
合

設
立
50
周
年
に
あ
た
り
、
心
よ
り

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

50
年
と
い
え
ば
半
世
紀
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
長
い
歴
史
に
お
い
て

組
合
員
と
家
族
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
り
、
暮
ら
し
を
支
え
、
組
合

員
の
要
求
実
現
に
向
け
て
、
一
緒

に
な
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し

ま
す
。

東
京
土
建
国
保
は
1
9
7
0
年

8
月
に
日
雇
健
康
保
険
の
擬
制
適

用
の
一
方
的
な
廃
止
を
受
け
て
、

大
混
乱
の
中
で
設
立
し
ま
し
た
。

当
時
と
い
え
ば
、
母
体
で
あ
る
労

働
組
合
に
と
っ
て
も
、
第
二
の
試

練
と
言
わ
れ
る
情
勢
の
中
で
あ

り
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
の
3

土
建
の
独
立
も
重
な
っ
た
時
代
で

し
た
。
高
度
経
済
成
長
の
破
綻
と

イ
ン
フ
レ
の
同
時
進
行
、
そ
し
て

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
ま
さ

に
仲
間
の
仕
事
と
暮
ら
し
が
危
機

に
さ
ら
さ
れ
、
組
織
も
大
き
な
後

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
そ
ん
な
時

代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
は
、

1
9
4
7
年
に
、
戦
後
の
焼
け
野

原
の
東
京
で
「
平
和
な
新
し
い
日

本
を
つ
く
ろ
う
」
、
「
復
興
の
た

め
に
住
宅
建
設
に
奮
闘
し
よ

う
」
、
「
建
設
労
働
者
の
権
利
を

確
立
し
よ
う
」
と
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
先
代
達
の
血
の
に
じ
む
よ
う

な
努
力
に
よ
っ
て
、
現
在
、
11
万

人
を
超
え
る
組
織
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
労
務
加
配
米
獲
得
や
税

金
闘
争
に
は
じ
ま
り
、
け
い
肺
法

の
制
定
、
日
雇
健
保
の
確
立
、
協

定
賃
金
運
動
な
ど
、
建
設
産
業
に

と
っ
て
、建
設
労
働
者
に
と
っ
て
、

と
て
も
貴
重
な
成
果
を
あ
げ
て
き

た
歴
史
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
私
た
ち
の
「
命
の

綱
」
で
あ
る
東
京
土
建
国
保
は
、

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
当
時
の
組

織
人
数
を
大
き
く
後
退
さ
せ
る
中

で
、
私
達
の
「
ど
う
し
て
も
建
設

労
働
者
だ
っ
て
健
康
保
険
が
欲
し

い
ん
だ
！
な
ん
で
オ
レ
達
に
ゃ
無

い
ん
だ
！
」
と
い
う
強
い
要
求
の

中
か
ら
設
立
し
、
今
日
に
至
る
ま

で
育
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
そ
の

過
程
に
お
い
て
、
社
会
保
障
制
度

の
度
重
な
る
改
悪
の
影
響
等
を
幾

度
と
な
く
受
け
な
が
ら
も
、
様
々

な
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
そ
の
魅

力
を
守
り
な
が
ら
「
命
の
綱
」
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。さ

て
、
2
0
2
0
年
の
第
73
回

定
期
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
ま

し
て
、
変
則
的
な
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
仲
間
の

要
求
実
現
に
向
け
て
「
方
針
に
団

結
し
、
た
た
か
う
」
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
賃
金
・
仕
事
の
要

求
で
す
。
各
自
治
体
で
の
公
契
約

条
例
制
定
の
取
り
組
み
、
設
計
労

務
単
価
の
引
き
上
げ
に
見
合
う
適

正
な
賃
金
要
求
を
す
す
め
て
い
ま

す
。二

つ
目
に
は
、
技
術
・
技
能
の

要
求
と
し
て
、
国
を
動
か
し
、
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
制
度
を
つ
く

り
、
技
能
評
価
と
賃
金
の
確
保
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
イ

ツ
の
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
を
学
び
、

労
働
組
合
で
は
じ
め
て
、
働
き
な

が
ら
学
ぶ
建
築
カ
レ
ッ
ジ
を
26
年

間
運
営
し
、
技
術
・
技
能
の
継
承

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

三
つ
目
に
は
、
そ
の
運
動
の
基

盤
と
な
る
組
織
の
増
勢
と
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
多
く
の
建
設
労
働
者
を
組

織
し
、
後
継
者
育
成
を
行
な
い
な

が
ら
、
群
や
分
会
の
基
礎
組
織
を

強
化
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
要
求
実
現
と
組
織
拡
大
強
化

は
、
車
の
両
輪
だ
と
い
う
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
組
合
民
主
主
義
を

確
立
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
組
合
員
と

家
族
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
、
特

に
仲
間
の
要
求
で
つ
く
り
守
っ
て

き
た
東
京
土
建
国
保
が
2
0
2
0

年
で
50
周
年
を
迎
え
、
私
た
ち
の

欠
か
せ
な
い
「
命
の
綱
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
仲
間
が
安
心
し
て
働

い
て
、
暮
ら
せ
る
社
会
に
な
る
よ

う
、
地
域
の
団
体
や
個
人
の
み
な

さ
ん
と
も
共
同
し
て
、
社
会
保
障

や
税
政
、
平
和
問
題
な
ど
、
様
々

な
課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
運

動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
東
京
土
建
国
保

が
建
設
労
働
者
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

期
待
す
る
と
と
も
に
、
母
体
で
あ

る
労
働
組
合
と
し
て
も
東
京
土
建

国
保
の
育
成
・
強
化
に
向
け
た
奮

闘
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

結
び
に
、
関
係
各
位
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、
国
保
組

合
の
安
定
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
組
合
員
・
家
族
を
は

じ
め
、
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
土
建
国
民
健
康
保
険
組
合
は
、
1
9
7
0
年
8
月
1
日
に
先
輩
方
の
大
き
な
運
動
に
よ

り
設
立
が
認
め
ら
れ
、
仲
間
の
団
結
の
力
に
よ
っ
て
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
な
が
ら
、
守
り
、

育
ま
れ
、
今
年
で
設
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
度
、
設
立
50
周
年
を
記
念
し
て
、
国
保

組
合
理
事
長
と
母
体
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐藤豊理事長中村隆幸委員長
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7
月
30
日
の
国
保
組
合
会
で
、

2
0
1
9
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
や
特
定
保
健
指
導
利
用
率
な
ど

の
、
上
位
3
支
部
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

調
布
支
部
は
、
「
特
定
健
診
受

診
率
」
と
「
特
定
保
健
指
導
利
用

率
」
の
2
部
門
で
首
位
に
輝
き
ま

し
た
。
2
0
1
5
年
度
か
ら
5
年

連
続
の
首
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
摩
・
稲
城
支
部
は
、
「
特
定

健
診
受
診
率
」
に
お
い
て
、
調
布

支
部
と
同
率
で
首
位
に
輝
き
、「
特

定
健
診
―
家
族
受
診
率
」
で
は
2

年
ぶ
り
の
首
位
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
「
特
定
健
診
受
診
率
70
％

達
成
分
会
」
に
お
い
て
、
5
分
会

（
4
支
部
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

健
診
の
大
切
さ
を
仲
間
に
伝

え
、
多
く
の
受
診
に
つ
な
げ
た
功

績
を
た
た
え
て
各
部
門
の
上
位
3

支
部
に
は
、
後
日
、
表
彰
状
と
賞

金
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度
は
各
支
部
の
奮

闘
の
結
果
に
よ
り
、
36
支
部
中
9

支
部
が
特
定
健
診
受
診
率
を
、
15

支
部
が
特
定
保
健
指
導
利
用
率
を

伸
ば
し
ま
し
た
。
仲
間
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
健
診
・
保
健
指
導
推
進

の
取
り
組
み
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
は
、
取
り
組
み

を
推
進
す
る
上
で
、
と
て
も
大
変

な
年
に
な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
対
策
等
を
講
じ
な

が
ら
、
状
況
に
あ
わ
せ
て
対
応
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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